
４日： 新月 旧７月１日 

６日： 広島原爆の日 

  ７日： 立秋 

  ９日： 長崎原爆の日 

 １２日： 御巣鷹山慰霊の日  

（日航ジャンボ機墜落） 

 １５日： 平和祈念の日 

２０日： 満月 旧７月１７日 

 ２２日： 処暑 

（７月１９日 畑の様子） 

７月１１日に始まったひまわりの開花。ひまわりの列の左側の２００ｍ程離れた道路からひまわ

りの緑の帯の中に黄色い物がポツリポツリと見えているので気が付く。１３日には美幌神社に献納

し花手水として手水舎で季節感を漂わせていました。 

 小麦の集団収穫作業が終了した２７日夕方、

ひまわりの花びらが散り始める様になったの

でひまわりを細断処理しました。例年だと、細

断作業中沢山のハチやチョウなどの虫たちが

飛び交っていますが今年は少ないでした。 

この後、折を見て畑にすき込む作業を行います。 

 左写真のひまわりの左側は、一般のビート。

右側の背の低い緑は、赤ビーツ。その右の背の

高い緑は、今年から始めたデントコーンです。 

７月１０日頃までは、トラクタがデントコーン

の畑に入って作業していましたが今では無理。 

【 ７月２５日一般のとうや芋坪堀 】  

小麦収穫の合間に芋の出来具合を調査

する為にとうや芋の坪堀を行いました。 

基準となる畝の長さの中にある芋を掘

り出してサイズ毎に数量と重さを調べ

て畑の芋の出来具合を判断します。 

結果はＬＭ～３Lで全体の６０％、Ｓ、

Ｍで２３％、外品屑で１７％でした。 

左上写真の中央から左が食用芋のとうや、右が澱粉用の芋です。品

種によって全体の色合いも異なります。２８日、とうや芋の茎葉を

刈り払って枯凋剤を散布しました。８月２日には左写真の様に食用

芋の部分は残った茎葉も枯れ地面の色が見えています。この収穫作

業は、お盆前の１０日頃から行う予定です。 
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２０２４年 デントコーン栽培 

上写真は、２０１５年３月号の栃の木からの一部転載。前年の２０１４年７月９

日にオホーツク振興局が中心になる有機農業ネットワークの視察を受入れた写真。 

 この時、津別町有機酪農の会長の山田さんデントコーンの栽培の話を聞いてい

ましたが、あれから１０年。山田さんが見ていた有機ＪＡＳの畑には今デントコ

ーンが生育している。時の流れの必然性なのでしょう。 

 昨年秋から津別の有機酪農やデントコーンについて調査し有機酪農の現在の会

長の石川氏にもお会いして当農場でのデントコーンの栽培について教えていただ

いた。有機飼料の認証取得については近隣の一戸農場さんにお世話になりました。 

冬の間に、有機飼料の認証取得の為の資料を作り始め、6月１１日に有機認証の現地調査を受入れ、

初めてのデントコーンの栽培を行っています. 

   【 栽培記録 】 

５月５日 李の花が咲いた 

５月９日～１１日 整地（機械洗浄） 

５月１５日 デントコーン播種 

５月２２日 発芽 

５月２７日 周辺草刈り 

６月２日 手取除草 

  カルチ除草１回目 

６月１１日 有機ＪＡＳ現地調査    カルチ除草         手取り除草 

６月１２日 カルチ除草２回目 

６月２０日～７月１０日手取除草 

６月２７日～７月２日 半培土 

７月６日～１０日 本培土 

７月３１日～８月３日外周手取除草 

      半培土          本培土 

 ８月３日のデントコーン 

１本の幹に２本の実が成り上部には穂も出てきています。 

実の成る場所は、下の葉から６，7 番目の葉の根元から出

てきています。キツネには届かないと聞きましたが、鹿が

きています。２ｍを優に超えるデントコーンの畝の中から

見る空はどんなだろうか？ 


